
フタハカクガニ (ベンケイガニ科) 兵庫県ランク：Ｂ

Perisesarma bidens 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

△

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点

41

東京湾から沖縄諸島までに分布する。甲幅30mm。河口域の石
の隙間やヨシ帯の根際などに生息する。甲は黄土色で細かな模
様が入り、短毛が粗生する。甲の側縁には切れ込みがあるため
歯が2つあるように見える。この特徴によって他のベンケイガニ類
との区別は比較的容易。ハサミ脚は黄色い。石積み護岸などに
多いカクベンケイガニに比較するとやや泥の多い場所を好むと
思われる。

本種は泥と岩の混じったような底質を好む。他
地域では比較的人工的な環境でも見られる場
合が多いにもかかわらず、県内での記録は少
ない。隠れ家となるようなヨシ帯や石垣などが
ある河口が本種の好適な生息場所であり、河
川整備や改修の際にはそれらの環境をできる
だけ保存する必要がある。

ＣからＢに変更。播磨東部から西部及び淡路島にかけて記録があるが、他地域に比較すると県内での記
録は少ない。今後の調査で記録地点が増える可能性もある。
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加古川市、高砂市、姫路市、相生市、たつの市、赤穂市、洲本市
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